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巻頭言：還暦に想う故郷 

獨 協 医 科 大 学 越 谷 病 院 

小児外科教授  池田  均 

 

当地へ赴任し 17 年が過ぎ、秋には医局旅行を兼ねた還暦の祝

いをしてもらった。場所は箱根強羅の温泉宿で、私自身が年に

1～2 回、季節を選んで訪れる所である。宿は、もともと三菱財

閥岩崎家が所有していた別荘であったと聞くが、木々の茂る広い敷地には庭石の間を水が流

れる佇まいがある。手入れの行き届いた建物には柱や畳、明り障子などの作り出す心地よい

空間があり、今は無い生家に共通した空気の漂いを感じる。ひと時の心と身の平穏を求めて

訪ねれば、洗練された料理に柔らかな湯、そして温かく品のある心遣いをいただき、まるで

故郷に帰ったような安心を覚える。 

私の本当の故郷は上州の小都市にある。赤城山の裾野に広がるこの街には四季が移ろい、

春には桜が咲き、麦秋を過ぎ梅雨が明けると内陸特有の暑い夏となる。稲穂の向こうに地平

を望めば、沸き立つ雲に遠雷が響き、やがて周囲はにわかに暗くなって激しい雷雨が過ぎて

行く。雷は上州名物の一つである。そんな記憶の遠い果てには、蝉取りをして道に迷いべそ

をかきながら帰る弟と自分の姿など、まるで額縁の中の画のような像が幾重にも重なりあっ

ている。私は、最近、しばしばこのような故郷の光景を想い、今は無き両親の姿を探すこと

がある。人生は自らの責任で自ら作り上げるものと信じ、したがって努力することは決して

惜しまない。そんな気張った生き方に少しずつ落ち着きを求めようとする心の働きであろう

か、それともご多分にもれず、年齢とともに弱気になった証なのであろうか。 

とはいえ一方で、自らの仕事の完成度はいよいよ高めたいという欲求があり、これは年齢

とともに増すばかりである。しかしこのような拘泥も、指導医として手術に臨まなければな

らない現実とは相容れない場合が多いのも事実であり、したがって若手医師のたどたどしい

手術に我慢できず自ら手をだし、声を荒げることも一度きりではない。余りの苛立ちで手術

室の戸を足蹴りしたこともあるが、まさか壊せないので力を抜いて優しく蹴ったことを覚え

ている。 

手術は美しくなければ手術ではない。美しくない手術は往々にしてよくない結果となる。

これは誰もが知るところである。だから手術室での日々の苛立ちはまだまだ強く、決して笑

顔ばかりでは過ごせない。これもまた年齢のせいだと言われるかもしれないが、だからこそ

故郷を想い、また故郷のような宿で家族と過ごす時間が私にはとても貴重なのである。 

【付．エッセイ「ふるさとに残る祖父母の記憶」もご一読いただければ幸いです】 
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1 年間の代表的論文 

 

論文 1. 日小外会誌 

 

論文 2. 小児外科 

 

（著作権者の許可を得て掲載します） 
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付記．リチウム電池による重大事故の発生を未然に防止すべく対策が講じられることを願

い、本論文に記載のとおり、報告例の事故の概要を患児保護者の承諾を得て独立行政法人国

民生活センターへ通報した。通報内容は後日、消費者庁により重大事故の事案として公表さ

れた．また、電池メーカーによる製品の改良が検討および実施されることを願い、当該の業

者団体へ本論文を送付した。  
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秘書・粕川さんと 

医療クラーク・染谷さん 

外来スタッフの看護補助・門脇さんと

看護師・北島さん 

Ⅰ 教室人事 

2016 年 4 月 1 日、藤野順子君は鏡視下手術の研修と消化管機能の研究を目的に、National 

Hospital of Pediatrics, Hanoi, Vietnam と Gastroenterology Unit, Women’s and 

Children’s Hospital, Adelaide, Australia へ留学のため休職となった。五十嵐君は大学院へ

入学し、臨床と大学院生の二足のわらじを開始した。一方、長谷川真理子君が学外研修を

終了し、群馬県立小児医療センター外科から異動、復帰した。また菊地健太君が後期研修

（レジデント）1 年目として新たに小児外科の一員としてチームに加わった。石丸由紀君は

愛クリニックへの派遣が継続で、したがって学内は池田、岸、畑中、五十嵐、長谷川、菊

地の 6 名体制である。 

形成外科の外来診療、手術、教育を担当、指導していただいている群馬県立小児医療セン

ター形成外科部長浜島昭人先生には引き続き特任教授に就任いただき、特に漏斗胸の診療、

手術を担当していただいた。また東京労災病院形成外科の藤田幸代先生には非常勤講師とし

て形成外科の手術、教育を継続していただいた。東邦大学医療センター大森病院小児医療セ

ンター小児外科教授黒岩 実先生、群馬大学小児外科准教授鈴木 信先生には引き続き非常勤

講師として鏡視下手術の教育を担当していただいた。 

（尚、長谷川君は 2017 年 2 月より産休に入り、このため藤野君が予定より早く 2017 年 1

月に復職した。） 
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地方病院への出張手術の帰りに

病棟外観 

Ⅱ 留学記 

 ハノイ・アデレード海外研修 

藤野順子 

1. National Hospital of Pediatrics, Hanoi 
 4 月からハノイの国立小児病院の小児外科で

お世話になった。最初は 3 か月、と言っていた

のがついつい 5 か月近くも居着いてしまった。

病院まで徒歩 3 分、壁の後ろは病院、という最

高のお宅の 1 部屋を貸してもらい、研修は始ま

った。最初の日から胆道拡張症、横隔膜ヘルニ

ア、ヒルシュスプルング病と手術があり、この

病院は一体どうなっているのかと驚いた。それ

がほとんど毎日続く。ここの外科の手際の良さ

は唖然以外のなにものでもなかった。最初は見学だけだったが徐々に助手で手術に入らせ

てもらえるようになったのはありがたかった。が、少しでも手の動きが悪くなろうものな

ら、すぐ親切に『疲れただろうから交代しよう』と言われてしまうのであった。この病院

の症例数は世界でも屈指なのは間違いない。人口 4000 万人に対し小児病院は１つだからで

ある。 

 ある夜、食道閉鎖が 2 例続くので見るか入る

かしようと欲張って残っていたら『夜ご飯の時

間だから』と言って 20 時頃、手術室の裏階段

から食事室に連れて行かれた。なんと、緊急手

術を中断してみんなで鍋を囲むのであった。も

う、アットホーム以外の言葉は思いつかない。

1 時間だけ、コンロに魚と野菜いっぱいの鍋を

乗せ、看護師、麻酔科医、外科医で仲良く鍋を

囲むのであった。この魚の美味しかったこと。なんて緩やかでいい雰囲気なのか。でも食

後は至って普通の外科医にみんな戻っている。緩いところは緩く、締めるところは締める、

けじめがあって居心地の良さはこの上なかった。麻酔科の女医さんはお子さんを当直室で

寝かせていた。誰も付き添いがいないといけないというので、外科の緊急が終わったので

私が添い寝したのもいい思い出である。総じて、私はこの病院が大好きになり、ハノイに

残りたい気持ちでいっぱいだった。 
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2. Women’s and Children’s Hospital in Adelaide 
 10 月からはオーストラリアのアデレードの WCH の Gastroenterology Unit にお世話に

なり、食道インピーダンス検査と上級医について小児消化器病の勉強をさせていただいた。

緊急を含めてほとんど毎日ある内視鏡検査は楽しく、経験したことのない所見も多々あっ

た。特に、セリアック病(celiac disease)は日本ではみたことがなかったが、ここでは 1 週間

に 1 人は診断されるという頻度であった。炎症性腸疾患も同様であった。 

 部長 の Dr. Moore は素晴らしい方で、非常に多忙であるのに、私の研究テーマについて、

よく相談にのってくださった。議論は 30 分以上に及ぶこともあり、長時間の議論だけでも

つらいのに、容赦ないスピードの英語での議論は、最初は言いたいことがうまく伝わらず

つらかった。が、2 月の倫理委員会あたりには、弾丸英語議論中のちょっとした間を利用し

て何とか自分の意見も少し挟める程度になった。現在もリサーチは継続中で、論文ができ

たらまた相談にのるとおっしゃってくださっている。David をはじめスタッフの方々の協

力に応えるため、今の仕事を是非、形にしたいと思っている。 

 

WCH Adelaide の外観 

Dr. Moore（右から 2 人目）と筆者（同 3 人目）
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Ⅲ 教室員のひとこと 

「人生の目標」 

岸 陽子 

私の人生の目標は世界の子供の手術ができる外科医になること。 

私は形成外科医である。その中でも先天異常（特に手足）を治療することに生涯をかけ

てきた。2016 年は一つの評価を得た年であった。Texas Scottish Rite Hospital for children

で２年間お世話になった Marybeth Ezaki 先生と Sacramento Shriners hospital for 

children の Michel James 先生のお二人に保証人になっていただき、念願のアメリカ手外科

学会の international member になれて、しかも学会で演題が採択された。これは本当に難

しくて叶わぬ夢と諦めていた。会長から一人一人 member になったことを祝っていただい

た（36ページ、写真）。日本だけではなく世界中の子供達の役に立ちたい、そんな夢に一

歩近づいた。  

アメリカのアカデミー賞を総なめにしたLA LA LANDという映画をご覧になった方は多

いと思う。その中で主人公が最後のオーデイションで歌った歌は私の心を奮い立たせた。

パリでセーヌ川に飛び込んだおばの話から始まる。少しの狂気が新しいこと、進歩をもた

らすという内容であった。私は小児の外科を勉強したいといって獨協医科大学越谷病院小

児外科を訪ねた。これは実際部長職を捨ててたどり着いた道であり、安定を求める人々か

らはまさに CRASY と思われるであろう。でも私は私にかけている命に関わる疾患の治療

を残して子供の手術を行う医師でいるわけにはいかない。深く専門分野を極めるのはもち

ろんのこと、広い知識も必要な時がある。私はそんな自分の欠損を補うために勉強を続け

る。獨協医科大学越谷病院院長もそんな私の希望を叶えてくださり、脳神経外科の手術の

勉強をする許可をしてくださった。院長先生も海外で活躍されている。広い心を持った先

輩方に心から感謝を述べたい。 

 

「近況」 

石丸由紀 

 私事ですが、この文章を書いている時点で父が入院中です。父は 82 歳。数年前から COPD

と診断されており、風邪を引くと肺炎で入院するような状態が続いていました。年末に仙

台市内の病院に入院。弟の話から危険な状態であることはわかりましたがムンテラの内容

や病状がいまひとつ正確に伝わってきませんでした。一進一退の状況が続いていたため、

入院から約２ヶ月後、日帰りで見舞いに行ってきました。HCU に入院していた父は経管栄

養チューブ、マスクでの陽圧換気での呼吸管理下にありました。たまたま週末にもかかわ
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らず若い主治医の先生が回診に来ていたので、自分が医師であることを伝えて経過や今後

の見通しなどについて説明を受けたところ、肺炎から RDS を来していたとのことでした。

X-P も見せてもらいましたが、想像以上に白く、衝撃を受けました。余談ですが、その先生

の妹さんは獨協医大の学生さんだそうです。途中、痰を出す処置をするので家族の方はデ

イルームでお待ち下さいと病室を出されました。痰を出す力もなくなっていたので、きっ

と肺理学療法と吸引をされているのだろうと思いました。帰りの新幹線の時間が迫った頃、

５月の学会の時にまた来るから、それまでには元気になって欲しいと伝えて帰宅の途につ

きました。呼吸の苦しさは想像以上につらいのだろうと思いましたが、父が少しでも前向

きに治療に取り組んで、気力がもどってくれれば行った甲斐があると思えました。その後

の弟からの連絡では、徐々に快方に向かっているとのことで、食事も開始になり、リハビ

リも行っているようです。完全に元の生活に戻ることはないと思いますが、本人にできる

だけ負担や苦痛のないようにと家族として思うと同時に、医療者として、大変だとは思う

けれどちゃんと自分で痰が出せるように、歩けるように、食事を摂ってリハビリもがんば

って欲しいとも思いました。次の総会で父の元気な顔が見られることを願います。 

 

「バスに揺られて思うこと」 

藤野順子 

小学生の頃から公共の乗り物が大好きだった。昔のふかふかのベルベットのような電車

やバスの座席は当時の自家用車の臭いシートとは一線を画すものであった。バスにおいて

はあの運転手さんの横にある集金箱の風情といったら----公共機関は安全に目的地まで運ん

でくれ、車窓からの景色や車内の人間模様を眺められ実に楽しいものである。 

 公共機関は時間はかかるが、安くて旅人には頼りになる。昨年ハノイ、アデレードに海

外研修に行った時も、バスは大いに利用した。ハノイのバスはスリも出るし、運転が荒く

て事故も多いので、小児病院の先生には乗らないように言われた。それなら乗ってみよう

と思うのが天の邪鬼根性のなせるわざ。飲みに行ってもできるだけ帰りはバス。週末は暇

があればバスに乗って出かけた。バスのアナウンスはベトナム語のみでなぜか無駄にエコ

ーがかかっていて怪しくて楽しい。車中では高齢者が乗ってくると、誰ともなくパッと席

を立ち、近寄り手を差し伸べていた。降りる時も降り口まで手を貸していた。私は東京で

通勤にバスを利用しているが、お手伝いしているのをまず見たことがない。というか、走

行中ヘタに立ち上がると注意されるのがオチである。 

アデレードでは、高齢者や幼児連れの親が乗ってくると、優先席に座っている高齢の女

性が、近くに座っている若者にもっと後ろの空いている席に移るよう指示していた。それ
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を聞いた若者も何も言わず当然のように移動していた。同じ女性ではなかったが、何度も

同じような光景を見た。日本ならまず注意しないし、『移動して』なんて言おうものなら、

『お前が移動すればいいだろ！』と言われそうである。 

 東京に戻ってバスに揺られながら、混んでいても２人掛け席を平気で独り占めしている

高齢者を目の当たりにし、弱者とは何か、改めて考えさせられた。 

 

「ウイスキー」 

畑中政博 

10 年前、あるウイスキー会社の商品を 1 つ購入した。会員共同で樽詰めしたてのウイス

キー樽を購入し、5 年後に 1 本、10 年後に 2 本のウイスキーが届くというものだ。毎年ウ

イスキー会社から絵ハガキが届くことでうっかりその存在を忘れないでいるが、10 年目の

今年、最後のウイスキーが届くそうである。 

初めてあゆみの原稿を書いた 10 年前、ちょうどウイスキーのことを書いている。ウイス

キーに託けて 10 年後の自分はどうなっているのかなどと締めくくったのを覚えている。10

年後の私はというと・・・頭は薄くならないようだが白髪がちらほらでてきた。顔も体も

だいぶ丸くなった。昔研修先でドラえもんのような風貌と言われたが、今のほうがしっく

りくるようだ。周りの環境はだいぶ変わった。3 人の医局員が増え、後輩を指導することが

多くなり、立場は上から数えたほうが早い位置にいるようになった。病棟のコメディカル

の方々は古参も数名いるが多くが入れ替わり、来年には病棟もリニューアルする予定であ

る。他科の同期はほとんど残っておらず寂しい限りである。 

10 年目のウイスキーはいったいどんな味なのか実に楽しみであるが、10 年後の私は果た

して自分が思っていた通りであったか・・・複雑な気持ちで飲む一杯になりそうである。 

 

「二重生活」 

五十嵐昭宏 

これまで清く正しく生きてきたつもりであったが、神のいたずらなのか、めくるめく二

重生活が始まった。流行語大賞にノミネートされたあの言葉…。いや、そうではない。断

じてそうではない。 

臨床医と大学院生の 2 つの肩書きをもつことになったのだ。あるテーマをもとに慣れな

い動物実験に勤しむ日々が始まった。 

実験なんぞ何十年ぶりであろうか。たどりにたどると小学生まで遡る。夏休みの風物詩、

自由研究。「コップの水が凍るとどうして盛り上がるのか」、「皮を剥いたリンゴはなぜ塩水
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で変色しないのか」などなど。冷凍庫の中で愛用のグラスが割れているのに落胆し、他の

候補だと言って浸した酢や醬油がリンゴの味を別物に変えてしまったことに絶句した。結

局正しい結論には至らないものがほとんどであったが、楽しかった思い出の一つである。 

さてその後、この仕事に就いているのだから理系の道を進んできたのであるが、まとま

った実験をした記憶は皆無である。熱心な医学生であれば「大学時代に研究室に入り浸っ

て…」、ということが書けるのであるが、どうも自分はそうではなかったらしい。 

そんな訳であるので、ラットさんともマウスさんとも「初めまして」のご対面であった。

病棟や外来が落ち着き陽も傾いた頃、死闘の時間がやってくる。無慈悲にもケージの中の

音以外静まり返った一室で真剣勝負のゴングが鳴る。無論、動物福祉へ配慮し、医学の進

歩の一翼を担うのだということは頭では分かっているつもりなのだが、ある境地に達しな

いと踏み込めない戦場である。背後の蛇口の滴りに心臓が飛び跳ね、突然ドアが開けられ

ようものならお尻の穴がキュッとなる。「あぁ、守衛さんでしたか。」 

それでもなんとかかんとか時が刻まれれば御の字である。PHS が鳴ってしまったらたま

らない。潔く足を洗って下界にくだる（実験室は高層階にある）。 

そんなこんなではあるが今日もまた始めましょうか。めくるめく二重生活を。 

 

「Positive thinking のすゝめ」 

長谷川真理子 

2 年間の学外派遣を終え、2016 年度当院に戻ってきた。勤務開始前日の 3 月 31 日、挨拶

のため病院を訪れると、医局、病棟に医局員の姿が見えない。外来を覗くと、先輩医師が一

人急患診察中であった。「長谷川先生、ちょうどよかった。これから緊急オペなんだけど、

助手入れる？今日は自分以外誰もいなくて。」思いがけず１日早い復帰となった。2 年ぶり

となる当院での立ち振る舞いや細かな術式を思い出しながら手術室へ。病院廊下や手術室で

すれ違うスタッフには「待ってたよ、お帰りなさい。」と言われ、ああ、ここがホームなん

だなとほっとする瞬間であった。このようにして 1 年は始まった。 

 最近心がけていることがある。ポジティブ発言である。例えば、忙しい→充実している、

難しい→やり甲斐がある、辛かった→いい経験だった等、ポジティブに言い換えて言葉にす

ることで、自分自身に暗示をかけることができる。そして、辛かったことでもまた挑戦しよ

うと思うことができる。 

 私事ではあるが、このたび待望の第一子を授かった。体調が悪く、思うように動けないこ

ともあったが、外来病棟業務、手術、当直を最後までこなすことができたのも、周囲のサポ

ートと、このポジティブ発言のおかげだと思っている。出産に際しては、人生初の入院生活
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を送った。患者として過ごす病院生活は新鮮だった。医師や看護師が「頑張りましたね。」、

「何か困ったことはありますか。」などと声をかけてくれることがどんなに嬉しいことか、

また、お願いしたことにすぐに対応してもらえないことがどんなに不安なことか、身をもっ

て体験した。また、無事に産まれてくれる奇跡、ちゃんとミルクを飲んで寝てくれることの

喜び。妊娠出産育児を通して、やっと患者さんのお母さん達と同じ立場に立てた。子どもを

育てることも親身な小児外科医になるための大事な経験と考え、現在は育児に没頭している。 

育児休暇を終え、仕事復帰した際にはブランク明けではなく、一回り成長した姿で復帰しよ

うと意気込んでいる。 

 

「登山」 

菊地健太 

私は山が好きだ。山を彩る初夏の高山植物、秋には赤・橙・黄に彩られる紅葉、雪晴れ

の山並みは、山国日本ならではの絶景だ。一方、天気も変わりやすく、時に噴火など人類

に脅威をもたらすこともある。登山者の死者・行方不明者も毎年後を絶たないが、苦労し

てまでも山に登りたい、山頂に立ちたいという気持ちが自然と湧いてきて、我々山好きの

気持ちを駆り立てるものがあるのだろう。私は、登山は、医師という職業にも通ずるとこ

ろが沢山あるように思う。登山ルートはいくつもある。自分の力を発揮し、また時にはチ

ームワークで困難を乗り越える。道のりは厳しいことも多い。しかし、登れば登るほど、

その達成感を感じられる。最後に目指すところは人それぞれ、様々だが、患者さんの病気

を治すこと、人の命を救うことにやりがいを感じ、自分のなりたい医師像を目指し鍛錬を

重ねる。 

 私は今年度から小児外科レジデントとなった。中学の頃に医師という職業に憧れを持

ち、小児科医になりたいという気持ちから医学部を受験した。医学部生として実習を重ね

るうち、自分の手で直接患者さんの病気を治療する手術のダイナミックさを実際に感じ、

手術に入れば入るほどその奥深さに魅了された。私はそんな時、小児外科という科目に巡

り合った。手術が必要な子供はほんの一握りかもしれない。しかし子供の病気は多種多様

で、そんな子供の命を救えた時ほど医師としてのやりがいを感じられることはないと私は

思う。獨協越谷病院の小児外科で鍛錬を始めて早 1 年、今まで自分が執刀させて頂いた手

術件数を数えてみたら 178 件あった。助手として参加した手術を含めればその数はその倍

にも膨れ上がる。手術の難しさ、緻密さ、そしてやりがいをやればやるほど感じていると

ころだ。 

 自分の中で、目指す小児外科医像はいくつもあるが、まだ希望と不安でいっぱい。自
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分にとっての山頂を目指して。10 年後、自分はどんな小児外科医をしているかな？ 
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図２．入院患者数

Ⅳ 診療の集計 

1．外来および入院 

2016 年の外来延べ患者数は 7,507 名、うち新患者数は 1,437 名でその紹介率は 61.5％で

あった（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、2016 年の入院患者数は 804 名、うち新生児入院数 19 名であった（図 2）。 
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図３．手術数

2．手術 

2016 年の全麻下手術数（全身麻酔下の内視鏡検査及び処置を含む）は 691 件、うち新生

児手術数（内視鏡検査は含まない）は 10 件であった（図 3）。 
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Ⅴ 研究業績 

1．論文発表 

「原著・総説・症例報告・その他」 

1) 岸 陽子，浜島昭人，大澤幸代，池田 均：Nuss法（U字型起子法）．小児外科 48:773-775, 

2016 
2) 岸 陽子，近藤謙司，遠山哲彦：小指伸筋腱下にみられた脂肪腫の1例．日手会誌 33:1-4, 

2016 
3) 五十嵐昭宏，菊地健太，長谷川真理子，畑中政博，藤野順子，岸 陽子，池田 均：

リチウム電池誤飲による食道異物：症例報告と本邦報告例の集計．日小外会誌 

52:1342-1349, 2016 
 

「著書・その他」 

1) Ikeda H, Tahara K. Inguinal hernia: standard procedure. Operative General 
Surgery in Neonates and Infants (eds, Taguchi T, Iwanaka T, Okamatsu T). 
pp137-141, Springer Japan, 2016 

2) Ikeda H, Tahara K. Hydrocele, Nuck hydrocele. Operative General Surgery in 
Neonates and Infants (eds, Taguchi T, Iwanaka T, Okamatsu T). pp155-158, 
Springer Japan, 2016 

3) 池田 均：血液・腫瘍性疾患，胚細胞腫瘍．小児疾患診療のための病態生理 3（改訂第

5 版），小児内科 48 巻増刊号，2016，pp998-1001 

4) 石丸由紀：監修）5 人に 1 人が苦しんでいる「子どもの重症便秘」：小児科医が勧める

対策．ゆほびか，マキノ出版，pp53-55, 2016 年 9 月号  

 

2．学会・研究会への参加 

「発表」 

1) 岸 陽子，五十嵐明宏，畑中政博，藤野順子，石丸由紀，池田 均：異物誤飲症例の

検討．第 11 回埼玉県小児外科研究会，2016.1.22，さいたま市 

2) 藤野順子，五十嵐昭宏，畑中政博，岸 陽子，池田 均：インピーダンスモニタリン

グによる先天性食道狭窄症の特徴の検討．第 46 回日本小児消化管機能研究会，

2016.2.13，倉敷 

3) 畑中政博，五十嵐昭宏，岸 陽子，藤野順子，池田 均：化学療法，肝左 3 区域切除

後に肝機能障害，脾腫，脾機能亢進をきたした肝芽腫の 1 例．第 29 回日本小児脾臓研
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究会，2016.3.5，松本 

4) 大竹紗弥香，内田康幸，大串健二郎，鈴木 信，池田 均，桑野博行：小児鼠径ヘル

ニア：鼠径アプローチ法の改変．第 116 回日本外科学会定期学術集会，2016.4.15，大

阪 

5) Obata S, Ieiri S, Yamataka A, Koshinaga T, Iwai J, Ikeda H, Taguchi T. Acquired 
hypoganglionosis in Japan: based on a nationwide survey in 10 years. The 49th 
Annual Meeting of the Pacific Association of Pediatric Surgeons, Koloa, Hawaii, 
USA, April 24-28, 2016 

6) Igarashi A, Hasegawa M, Hatanaka M, Fujino J, Ishimaru Y, Kishi Y, Ikeda H. 
Surgical approach for impalpable testis: open or laparoscopic exploration. The 49th 
Annual Meeting of the Pacific Association of Pediatric Surgeons, Koloa, Hawaii, 
USA, April 24-28, 2016 

7) Kishi Y, Igarashi A, Hatanaka M, Fujino J, Ishimaru Y, Ikeda H. Foreign body 
ingestion in children. The 49th Annual Meeting of the Pacific Association of 
Pediatric Surgeons, Koloa, Hawaii, USA, April 24-28, 2016 

8) 五十嵐昭宏，畑中政博，藤野順子，岸 陽子，池田 均：コイン型リチウム電池の誤

飲により気管食道瘻・反回神経麻痺を生じた 1 例．第 53 回日本小児外科学会学術集会，

2016.5.24-5.26，福岡 

9) 岸 陽子，五十嵐昭宏，畑中政博，長谷川真理子，藤野順子，石丸由紀，池田 均：

当科における臍ヘルニア症例の検討．第 53 回日本小児外科学会学術集会，

2016.5.24-5.26，福岡 

10) 長谷川真理子，山口岳史，鈴木 完，山本英輝，西 明：尾骨近傍に多嚢胞性病変を

伴った肛門管重複症の 1 例．第 53 回日本小児外科学会学術集会，2016.5.24-5.26，福

岡 

11) 菊地健太，長谷川真理子，五十嵐昭宏，畑中政博，岸 陽子，池田 均：先天性右横隔

膜ヘルニアの症例．第 12 回埼玉県小児外科研究会，2016.6.24，さいたま市 

12) 小野裕子，田中慎一郎，荒川明里，井上  建，大戸祐二，大谷良子，板橋 尚，元木

京子，島村圭一，白石昌久，新田晃久，村上信行，作田亮一，五十嵐昭宏，池田 均，

片桐一元，松原知代：自然経過で改善した BCG 接種部位の大きな皮下膿瘍．第 54 回

埼玉県小児感染免疫懇話会，2016.7.16，さいたま市 

13) 長谷川真理子，鈴木 完，井上貴博，佐藤達也，山口岳史，山本英樹，丸山憲一，高

木 剛，西 明：Intrapericardial diaphragmatic hernia の 1 例．第 52 回日本周産期・

新生児医学会学術集会，2016.7.16，富山 

14) Kishi Y. Thumb deformity associated with ring chromosome 4. The 71st annual 
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meeting of the American Society for Surgery of the Hand, Austin, Texas, USA, 
September 29-Octorber 1, 2016 

15) 岸 陽子，菊地健太，長谷川真理子，五十嵐昭宏，畑中政博，石丸由紀，池田 均：

出血性血管病変に対する色素レーザー照射の経験．第 37 回日本レーザー医学会総会，

2016.10.21，旭川 

16) 菊地健太，五十嵐昭宏，長谷川真理子，畑中政博，藤野順子，岸 陽子，池田 均：

腫瘍破裂で発症した卵巣がんの 1 例．第 51 回日本小児外科学会関東甲信越地方会，

2016.10.8，甲府 

17) 畑中政博，菊池健太，長谷川真理子，五十嵐昭宏，藤野順子，岸 陽子，池田 均：

ミトタン（オペプリム®）を使用した副腎皮質癌の 1 例．第 51 回日本小児外科学会関

東甲信越地方会，2016.10.8，甲府 

18) 五十嵐昭宏，菊地健太，長谷川真理子，畑中政博，藤野順子，岸 陽子，池田 均：

頸部神経芽腫における腫瘍切除に際しての神経刺激装置の使用経験．第 36 回日本小児

内視鏡外科・手術手技研究会，2016.10.27-28，さいたま市 

19) 長谷川真理子，五十嵐昭宏，菊地健太，畑中政博，岸 陽子，池田 均：先天性膀胱

憩室（Hutch 憩室）および膀胱尿管逆流に対する憩室切除・膀胱尿管新吻合術の経験．

第 36 回日本小児内視鏡外科・手術手技研究会，2016.10.27-28，さいたま市 

20) 畑中政博，菊地健太，長谷川真理子，五十嵐昭宏，藤野順子，岸 陽子，池田 均：

小児鼠径ヘルニアに対する Selective Sac Extraction Method (SSEM)：年長男児例に

おける適応について．第 78 回日本臨床外科学会総会，2016.11.24-26，東京 

21) 五十嵐昭宏，菊地健太，長谷川真理子，畑中政博，藤野順子，岸 陽子，池田 均：

停留精巣の診断・手術適応と標準術式．第 78 回日本臨床外科学会総会，2016.11.24-26，

東京 

22) 岸 陽子，菊地健太，長谷川真理子，五十嵐昭宏，畑中政博，石丸由紀，池田 均：

青年期以降における尿膜管遺残症の検討．第 78 回日本臨床外科学会総会，

2016.11.24-26，東京 

23) 五十嵐昭宏，菊地健太，長谷川真理子，畑中政博，藤野順子，岸 陽子，池田 均：

コイン形リチウム電池の誤飲により食道気管瘻・反回神経麻痺を生じた 1 例．第 12 回

埼玉県東部地区小児救急医療研究会，2016.12.2，越谷 

 

「症例提示」 

1) 小野裕子，白石昌弘，田中慎一郎，大戸佑二，荒川明里，井上 建，板橋 尚，元木

京子，島村圭一，新田晃久，村上信行，松原知代，大谷良子，作田亮一，菊地健太，
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長谷川真理子，五十嵐昭宏，畑中政博，藤野順子，石丸由紀，岸 陽子，池田 均：

初経前に発症した卵巣がん肉腫の 14 歳女児．第 2 回東部地区病院小児懇話会，2016.6.9，

越谷 

2) 菊地健太，長谷川真理子，五十嵐昭宏，畑中政博，岸 陽子，池田 均：先天性右横

隔膜ヘルニアの１例．第 2 回東部地区病院小児懇話会，2016.6.9，越谷 

 

「座長・司会など」 

1) 池田 均：「胃・小腸（1）」座長，第 46 回日本小児消化管機能研究会，2016.2.13，倉

敷 

2) 池田 均：「門脈循環障害・門脈圧亢進症-1」座長，第 29 回日本小児脾臓研究会，2016.3.5，

松本 

3) 池田 均：「上部消化管 II」座長，第 43 回日本小児内視鏡研究会，2016.7.10，東京 

4) 池田 均：「一般演題 2」座長，第 27 回日本小児外科 QOL 研究会，2016.10.15，倉敷 

 

3．学位 

該当なし 
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Ⅵ 教育関連の活動 

1．学生実習 

医学部 5 年生を対象とした 1 週間の bedside learning (BSL)を担当した。5 名の学生が

当科を訪れ、朝 8 時 30 分のミーティングから診療終了時刻まで担当医とともに過ごした。

指導内容は病歴聴取、診察、検査、手術（術前準備から術後管理まで）、電子カルテの操作、

診療記録の記載など診療全般の実際である。学生は可能な限り緊急手術にも立ち会い、担

当医は学生が外来診療、回診、カンファレンス、症例検討会などを通じ小児外科疾患の病

態、診断、治療に関する基本的知識を得られるよう、さらにチーム医療の実際を体験でき

るように配慮した。学生には個別にテーマを与え、学習した内容を短時間でプレゼンテー

ションする機会を与えた。 

医学部 6 年生を対象とした advanced bedside learning (ABL)も担当し、1 名の学生が 2

週間の臨床実習を経験した。 

 

2．卒後臨床研修 

 2016 年度は臨床研修科目として小児外科を選択した初期研修医は 2名であった。 

 

3．講演・講義 

1) 石丸由紀：所沢準看護学院講義，2016.6.24，7.1，7.8，7.12，7.19，8.31，9.6，所沢

市  

 

4．セミナーの開催 

1) 第 47 回 小児外科・周産期外科セミナー 

講師：小児科，新田晃久先生 

演題：「当院における新生児医療の展望」 

2016.6.17，獨協医科大学越谷病院・第 4 会議室 

2) 第 48 回 小児外科・周産期外科セミナー 

講師：国立成育医療研究センター移植外科医長，笠原群生先生 

演題：「小児肝移植：移植適応と困難な手術症例」 

2016.9.9，獨協医科大学越谷病院・第 4 会議室 

 

5．小児外科・病理カンファレンス 

1) 第 36 回小児外科・病理カンファレンス，2016.1.8 
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(1) 3 歳，男児，肝芽腫 

(2) 2 歳，女児，横紋筋肉腫 

(3) 23 日，男児，神経芽腫 

(4) 1 ヵ月，女児，回腸狭窄症 

(5) 11 歳，男児，胃炎 

(6) 3 ヵ月，男児，胆道閉鎖症 

(7) 2 ヵ月，男児，臍腸管遺残 

(8) 4 歳，男児，腸間膜嚢胞 

(9) 7 ヵ月，女児，神経芽腫 

(10) 11 歳，女児，傍卵管嚢胞 

(11) 13 歳，女児，卵巣粘液性嚢胞腺腫 

2) 第 37 回小児外科・病理カンファレンス，2016.6.10 

(1) 14 日，男児，神経芽腫 

(2) 1 歳，男児，リンパ管奇形 

(3) 11 ヵ月，女児，リンパ管腫 

(4) 13 歳，女児，卵巣がん 

(5) 11 歳，女児，傍卵管嚢胞 

(6) 10 ヵ月，女児，神経芽腫 

(7) 10 ヵ月，男児，脈管奇形 

(8) 1 歳，男児，メッケル憩室 

3) 第 38 回小児外科・病理カンファレンス，2016.9.24 

(1) 2 ヵ月，男児，ヒルシュスプルング病 

(2) 8 歳，女児，卵巣奇形腫 

(3) 6 ヵ月，男児，膀胱憩室 

(4) 4 ヵ月，男児，高位鎖肛 

(5) 8 ヵ月，女児，重複尿管 

(6) 4 歳，男児，大網嚢胞 

(7) 3 歳，女児，腋窩リンパ節炎 

(8) 13 歳，女児，卵巣嚢胞 

(9) 3 日，男児，回腸捻転症 

 

6．抄読会 

 2016 年は 48 回の抄読会(抄読論文数 99)を行った。 
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Ⅶ その他 

1．寄稿 

1) 池田 均：「実験動物センター紀要第 15 号」挨拶文．獨協医科大学実験動物センター

紀要，pp6, 2016 年 1 月 

2) 池田 均：『ふるさと』「ふるさとに残る祖父母の記憶」，小児外科，4:420-421, 2016 
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 付．PAPS 2016(Hawaii, USA)の一コマ 

（Ⅴ 研究業績  2.学会・研究会への参加「発表」6,7)を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






















ポスター前にて（岸） 

会場風景 

同（五十嵐） 
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 付．ASSH 2016(Texas, USA)の一コマ 

（Ⅴ 研究業績  2.学会・研究会への参加「発表」14)を参照，註記：岸） 

























































 

 

International member になり 
会長より祝福をいただきました 

会場風景 
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 付．エッセイ「ふるさとに残る祖父母の記憶」 

小児外科 48(4):420-421, 2016 

 

（著作権者の許可を得て掲載します） 
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編集後記 

  

医者の役割の一つに社会貢献がある。勿論、医者であること自体が社会貢献なのだが、自

らの臨床経験や研究成果をもとに、より直接的に社会へ働きかけることも極めて重要な役割

である。私自身も過去に低出生体重児と肝芽腫との関連について環境要因が原因である可能

性をいろいろな場面で訴えてきたし、神経芽腫のマススクリーニングについては行政に中止

を求める趣旨の短文を全国紙に投稿した。また、ある薬剤の適応外使用についてはこれを解

消すべくメーカーや行政機関に申し入れを行った。幸い、神経芽腫のマススクリーニングは

投稿が掲載された直後に厚労省の検討会が招集され、翌年は中止されるに至った。 

今回、代表的論文として転載したリチウム電池の誤飲事故についても、本文にあるように

近年、重篤な症例が増えており、社会的に重要な問題と認識している。したがって、症例を

経験した直後に行政機関へ通報するとともに、これまでの報告症例を集計し、転載した論文

にまとめた。できあがった論文は資料として活用してもらうことを期待して、行政機関と電

池メーカーの業者団体の双方へ送付した。ご存じのとおり、こどもの誤飲事故は後が絶たな

い。誤飲を未然に防ぐように周囲が注意をすることは勿論であるが、一方で重大事故に至ら

ないようにメーカーが製品改良に努めることも重要である。メーカー側からの前向きの回答

を期待したい。 

（池田） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

獨協医科大学越谷病院小児外科のあゆみ 2016年 

 

平成 29 年 4 月 30日発行 

編集・発行 獨協医科大学越谷病院小児外科 

〒343-8555 埼玉県越谷市南越谷 2-1-50 

TEL 048-965-8594 

印刷所  (株)松井ピ・テ・オ・印刷 

TEL 028-662-2511(代)  

 



獨協医科大学越谷病院小児外科のあゆみ

2016 年

獨協医科大学越谷病院小児外科


